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　 　食事が変える
　 　湯治の未来
 
「シンプル湯治ステ
イ」
 









東大温泉サークルOKR

 

代表　比護祐介



 OKRと
は

「温泉と真剣に向き合うサーク
ル」

　　　　　
　　　

♨　温泉を楽しみ、好きになる
全国各地の温泉を訪れ、温泉道を探求します

♨　温泉好きの輪を広げる
大好きな温泉の魅力をOKRの輪の外にいる人にも伝え
ます
 



　コンセプト

鳴子温泉郷×OKR

♨ 「湯治＝リピート」 （湯治の本質はリピー
トにあり）

 
♨ 「町と友だちにな
る」

では、リピートする旅先っ
て…？

←←現代のワカモノならではの精神
性

♨ 「湯治場をワカモノのふるさとに
する」

ふるさとに帰らない（リピート）しない人
はいない

←←地域とのふれあ
い



 

湯治場 ワカモノ

  

  

  

  

  

湯治×ワカモノ 

×

♨ 宿泊費が安い（自炊湯
治）
♨ 湯治＝負のイメー
ジ
♨ 将来の存続

♨ お金がない
♨ 湯治への先入観がない

♨ 将来の需要大

♨ 人と人、地域との交
流

♨ “ふるさと”がな
い

相性はいい（世間のイメージとの相
反）

But
.

知らない・知る手段が
ない



 

これまでの成果①
“ワカモノ”のサークルメンバーによる現
地FW

 
→若者目線で鳴子温泉郷の現状を探
る
→企画のコンセプト決定・具体案を
検討



　ワカモノ向けパンフレット作成

これまでの成果②

・メンバーの体験をベー
スに

・わかりやす
さ
→→「知らない」が
前提

→→「楽しみ方」
（How to）

将来の発展への準備



今後の取り組み

　　　　　
　　　

 

①9月上旬に宿泊ツアー企画を実施
9月上旬、“ワカモノ”をターゲットに鳴子温泉郷にて2泊3日の湯治体験を行う東
京発のツアー企画を実施予定。「鳴子」と「湯治」をまず知ってもらうことか
ら始め、後のリピートにつながて行くところまで見据えています。

 

②「あ・ら・伊達な道の駅」との連携
東北一の売り上げを誇る道の駅、「あ・ら・伊達な道の駅」との共同企画を計
画中。第一段階として自炊湯治に必要な1日分の食材を販売する「湯治場セッ
ト」を企画中です。道の駅と鳴子温泉郷という互いに大きな集客力を持つ拠点
同士での人の行き来を促進するのが目標です。

③鳴子ワカモノ湯治Webページ作成
ワカモノに湯治文化を広めるべく、「OKR×鳴子温泉郷」のWebページを作成
予定。一般の人の写真・動画投稿や地図上にオススメ穴場スポットを位置づけ
できる機能などを用い、参加型の「湯治プラットホーム」を目指します。
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